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 ２/５ 

   非常体制の基準・内容等 
                               ２０１４，３  千鳥自主防災会 

１、１号体制（警戒体制）震度４の地震 

地震災害 風水害等 体制内容 

①町内又は隣接市町村で

震度４の地震が観測さ

れたとき。 

③会長が，警戒が必要と認

めたとき 

②暴風・大雨警報，洪水警

報等が発表されたとき。 

③会長が，警戒が必要と認

めたとき。 

 関係各部長等以上で， 

①被害情報等の収集 

②行政区内状況の電話による情報収

集 

③巡視及び警戒 

④県等への連絡を実施できる態勢と

する。 

 

 

２、２号体制（特別警戒体制）震度５弱・５強の地震 

地震災害 風水害等 体制内容 

①町内又は隣接市町村で

震度５弱・５強の地震が

観測されたとき。 

②地震被害が発生，又は発

生が予想され、市町村長

が必要と認めたとき。 

③会長が，特別警戒が必要

と認めたとき。 

④暴風・大雨警報，洪水警

報等が発表され，災害の

発生が予想されるとき，

又は小規模の災害が発

生したときで，会長が必

要と認めたとき。 

《警戒本部設置》 

全部長以上及び所要人員で， 

①被害情報等の収集 

②警戒及び現地確認 

③住民への周知 

④県市及び関係機関への連絡 

⑤応急対策を実施し，状況により災害

対策本部に移行できる態勢とする。 

 

 

３、３号体制（非常体制）震度６弱以上の地震 

地震災害 風水害等 体制内容 

①町内又は隣接市町村で

震度６弱以上の地震が

観測されたとき。 

②広範囲にわたり地震 

被害が発生，又は発生が

予想され，会長が必要と

認めたとき。 

③大規模災害の発生が予

想されるとき，又は広範

囲にわたり被害の発生

が予想されるときで，会

長が必要と認めたとき。 

《災害対策本部設置》 

千鳥自主防災会を構成する人員で， 

①地域内状況の情報収集等 

②避難誘導 

③関係機関等への連絡 

④住民への広報 

⑤応急対策 

⑥応援要請 

を実施できる態勢とする。 

 

４、４号体制〔非常体制〕大規模災害が発生 

地震災害 風水害等 体制内容 

○大規模災害が発生し，又

は広範囲にわたり被害

が発生したときで，会長

長が必要と認めたとき。 

○大規模災害が発生し，又

は広範囲にわたり被害

が発生したときで，会長

が必要と認めたとき。 

《災害対策本部設置》 

千鳥自主防災会組織の全力を挙げて，

全町民で応急対策を実施する。 
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 ３/５ 

  

暴風・大雨 

洪水 

 
小規模災害が発

生し、会長が必

要と認めたとき 

特別警戒体制 

（２号配備） 

配備人員  名 

災害の発生が予

想される時 

広範囲な災害が

発生し、会長が必

要と認めたとき 

大規模災害の発

生が予想される

とき 
非常体制 

（３号配備） 

配備人員  名 

非常体制 

（４号配備） 

配備人員  名 

暴風・大雨又は洪

水警報等が発表

された場合 

地震警戒体制基準及び体制 

警戒体制 

（１号配備） 

配備人員  名 

台 
 

 

風 
 

 

等 

風水害等警戒体制基準及び体制 

 

地 震 

 

 

 

町内又は隣接する市で震度４

の地震が観測されたとき 

町内又は隣接する市で震度５

弱・強の地震が観測されたとき 

地震被害、災害の発生が予想さ

れ会長が必要と認めたとき 

町内又は隣接する市で震度６

弱以上の地震が発生したとき 

広範囲に地震被害発生、又は発

生するおそれがある場合で会

長が必要と認めたとき 

大規模災害が発生し会長が必

要と認めたとき 

非常体制 

（４号配備） 

配備人員  名 

非常体制 

（３号配備） 

配備人員  名 

特別警戒体制 

（２号配備） 

配備人員  名 
      
 

警戒体制 

（１号配備） 

配備人員  名 

大規模災害が発

生し会長が必要

と認めたとき 
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１ 地震情報の収集 

地 震 災 害 

（テレビ・ラジオ等） 

〔震度階級に基づき自動的に出勤，若しくは招集連絡〕 

  ＊震度４  警戒体制（１号体制） 

  ＊震度５弱・強 災害警戒本部の設置 

（特別警戒配体制） （２号配体制） 

  ＊震度６弱以上 災害対策本部の設置（非常配備）（３・

４号配備） ２ 地震直後の緊急措置 

・防災の施設・設備等の被害状況の把握及び初期消火 

・通信機能の確保 

・町民の安全確保及び避難誘導 

・被害概況の把握，市への状況報告 

３ 災害対策本部等の設置 

・本部員会議の開催 

（被害の概況報告，避難誘導・人命救助等の応急対策の報告） 

 
４ 初動期の災害情報の収集 

・町民からの情報   （生き埋め，火災等） 

・部長等からの地域情報（地域の被害情報，避難） 

・部員による情報   （各被害情報） 

・警察からの情報   （死者，生き埋め，交通障害，規制） 

・消防からの情報   （火災，延焼，救急） 

５ 初動活動の実施 （人命救助・火災鎮圧・避難誘導・情報収集） 

地震災害の初動活動 
   

地震が発生した場合の初動活動の流れは次のとおり 
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気象予警報・台風等    

１ 災害情報の収集 

 

・気象予警報等の発表状況の把握 

 〔配備計画等に基づき自主出勤，若しくは招集連絡〕 

・河川等周辺地域の状況把握 

 

 ２ 警戒配備等の実施 

または災害の発生 

・防災の施設・設備等の被害状況の把握 

・通信機能の確保 

・防災関係機関との情報交換 

・警戒活動の実施及び東海市や，関係団体からの情報収集 

 

５ 初動期の災害情報の収集 

・会長等からの地域情報（地域の被害情報，交通・避難） 

・町民による情報   （各被害情報） 

・警察からの情報   （死者，救助，交通障害，規制） 

・消防からの情報   （火災，救急） 

６ 初動活動の実施 （人命救助・緊急復旧・避難誘導・情報収集） 

３ 災害発生直後の緊急

措置 ・被害概況の把握。東海市の報告 

・防災部員招集，人命救助・火災等への緊急対応または 

応急復旧 

・消防署・警察署への通報 

・町民への周知（場合によって避難勧告），避難誘導措置 

・県への被害状況報告 

 

 

風水害等災害の初動活動 
 

災害が発生した場合の初動活動の流れは次のとおり 

 

 

 


